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MPEG-4映像情報システ

ム"MEDIAHALL”のシス

テム構成
"MEDIAHALL(メディアホ

ール)”は.映像入力,制作
から映像メディア管理,検索,

配信までをトータルに支援する｡ユ

近年のインターネットやLANの急激な普及に伴い,電子商取引に代表される情朝サービス産業も急速に成長しつつある｡こ

れらのサービスに映像表現を付加することにより,コンテンツ(情報の内容)の表現力を高め,サービス利用者に伝わる情報量

を増すことができる｡

日立製作所は今回,映像サービスを支えるインフラストラクチャーとしで`MEDIAHALL(メディアホール)”を開発した｡

"MEDIAHALL”は,(1)映像配信サーバ"VideonetlV”,(2)入力支援システム"VideolndexingSystem”,(3)映像編集システム

｢MPEGノンリニア編集システム+,(4)データベースシステムとの連携コンポーネントソフトウエア"HiRDBFileLmkStream

Option”,および(5)"videoDatabaseAccess”で構成し,既存のネットワーク上でディジタルビデオコンテンツの編集からデ

ータベース管理,模索,WWWと連携したインタラクティブ(双方向)な視聴などをトータルに支援する｡

はじめに

屁近,企業でのネットワークを介した教育や,公共サ

ービス,商品紹介や拡販などの分野で,急速にマルチメ

ディア化が進展している｡そのような業務でほ,映像を

文吉や帳票のようにどこでも作成,閲覧,編集を叶能と

するシステムが望まれている｡しかし,マルチメディア

情報には,(1)サイズが大きく伝送にコストと時間がか

かる,(2)マルチメディア情報フォーマットの標準がな

い,(3)適切な検索才女術が確立されていない,という問

題があった〔)

口､∴製作所は,卜記の(1),(2)の問題を解決するマル

チメディア符号化技術として,情報の止桁辛が高く,計

算機との親和性の高いMPEG-4L'･リノに着口し,甲一くから標

咋化活動に参加し,その作成,編集や伝送技術の開発を

推進してきた｡また,(3)の問題を解決するため,映像

内容を解析する技術二い,ⅩML(Extensible Markし1P

Langtlage)を結こ用した映像内容記述〟式や,画像検索技

術の研究開発を打ってきたし

今回これらの技術を統合し,映像情報の制作から管

理,伽聴までをトータルに支援するシステム

"MEDIAHALL(メディアホール)''を製品化した｡
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映像管理システム

2.1 システム構成

人量にあるコンテンツの中から目的のl叫像や映像を探

すことは,たいへん複雑な作業になる｡)加えて,この作

業を軽減するために,映像や関連情報を一元的に格納,

管理する作業も複雑になる｡

映像管理システムは,これらの問題を解決するために,

映像そのものと映像の内容を表現する情報を 一元管理す

ることにより,検索から視聴までをさまざまな観点で行

うことができるトータルシステムである｡

映像管理システムでは,映像ファイル単位に加えて,

映像の各場面(シーン)ごとに,各シーンに出てくる物や

人,状況を説明する情報,カメラの動き情報などを付加

することが可能であり,検索に有効である｡映像管理シ

ステムコンポーネントを図1に示す｡

2･2 Hvideol=dexingSystem門

人力支援システム"VideoIndexing System”は,映像

信号をMPEG-4形式の映像ファイルにリアルタイムでエ

ンコードする機能と,映像ファイルに対してシーンの変

化点を検出し,情報を付加する機能を提供する｡

シーンの変化点の検出にあたっては,従来技術である

"MediachefComponent for Video''のシーン検山技術を

利用している｡背景映像の変化ノ.‡,パンやズームなどカ

メラの移動や字幕表示位置を自動的に検出することによ

ってシーン変化点の検出ができるうえ,ユーザー独自の

変化点の定義も行うことができる｡その結果,切り出さ

れた各シーンごとに,属性情報を人力する機能を提供す

る(図2参月別｡これらのシーン定義情報や属件情報をキ
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ビデオ映像

"Videolnd(きXin9
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注:略語説明 HiRDB(HighlyScalableRe】ationalDatabase)

図1映像管理システムの全体図

これらのコンポーネントを組み合わせることにより,ニーズに

応じた映像管理システムを構築することができる｡
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ーとすることにより,よりきめ細かいシーン検索ができ

る｡また,ⅩML準拠の形式で,これらの情報をインデッ

クス情報ファイルとして出力する機能を持つ｡

2.3"VideoDatabaseAccess”

"Video Database Access''は,HiRDBで映像情報を授

うためのさまざまな機能を提供するミドルウェアである｡

VideoIndexingSystemで作成したインデックス情報と,

MPEG-4の映像ファイルをデータベースとビデオサーバ

に登録するための機能や,検索条件として入力するタイ

ムコードの比較,所望のシーンの前後関係にあるシーン

入力の比較など,映像特有の検索条件を実現するための

アプリケーション プログラム インタフェースを提供す

る｡.これにより,データベース内情報とビデオサーバの

映像ファイルを一元管理できる映像検索システムの自由

な構築が可能になる｡

2･4 HHiRDBFileLinkStreamOptionH

"HiRDB File Link Stream Option◆'は,HiRDBとビデ

オサーバとの連携機能を提供するミドルウェアである｡

データベース上のデータと連動してビデオサーバに映

像を発録,削除する機能や,検索結果映像の再生用のイ

ンタフェースを取得する機能など,HiRDBで管理する映

像情報とビデオサーバで管理する映像ファイルの連携を

耽り,HiRDBとビデオサーバが一体で動作できる基盤環

境を提供する｡

2.5 システム拡弓長性

映像管理ミドルウェアとビデオサーバ管理ミドルウェ

アは,分散オブジェクト環境で動作するミドルウェアな

ので,顧客要求仕様に対してカスタマイズや機能追加を

容易に行うことができる｡この分散オブジェクト化によ

自動認識

･シーン変化点の認識

･カメラの動きの認識

･字幕表示位置の認識

ユーザー定義のシーンを作成

･独自の観点でシーンを定義

こr

認識結果を自動登盲真
芯;;芯

『 頭声;

情朝 属性名 属性値

桜の木 カメラアンクル ズーム

キャプション 満開の桜

花見風景カメラアンクルパン(左一右)

キャプション 大勢の花見客

釘

[団巨巨∃

㊦

日
×ML準拠
インデックス

情報ファイル

∠⊥

図2 自動インデキシングと属性情報の入力の仕組み

自動認識したシーンや,ユーザーが定義したシーンに,任意の

属性情報を入力できる｡
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り,電子商取引システムの電子決済用オブジェクトなど,

さまざまなオブジェクトとの連携が叶能となる｡

lPネットワーク用ビデオサーバ"videonetlV”

3.1背景とねらい

近年,インターネットが家庭まで広く普及し,その需

要に押される形でネットワークも高速化しつつあること

から,技術的には,映像情報サービスのための条件がそ

ろいつつある｡しかし,映像にかかわる知的所有権管理

や,映像独特のファイル管理機構など,本格的な映像サ

ービスの普及を妨げている映像独自の課題もある｡

VideonetIVは,映像情報の著作権を特に配慮した映

像管理機構と,端末管理機構,さらに,映像ファイルの

抜いに不慣れな一一般ユーザーでも運用ができるシンプル

な管理ツール類を備え,映像を応用した稗々の情報シス

テム構築を■叶能にする｡)

3.2 VideonetlVの機能

VideonetIVは,インターネットや企業内LANなどの

インターネットプロトコルを畑いたネットワークシステ

ムに適梢し,要求に応じて利用者の端末に映像を配送す

るビデオ サーバ システムである｡映像は,視聴端末側

ではWWW(World Wide Web)ブラウザのウインドウヒ

にHTML(Hypertext Markup Language)ページの一部

として,映像だけでなく,静止画像や榊,文字などと統

合されて表示される(図3参月弔)｡

3.3 VideonetlVの特徴

3.3.1 セッションの導入

VideonetIVでは,視聴端末とサーバ及方が,何期しな

がら映像を伝送する方式を採用している｡これにより,

1.Jと由㌢暮ば初j'ゾ∨逮∫丹

1i′'臥4γト
セ

申

′さ+
l

映像画面

映像に連動した

+ノML画面
映像選択

メニュー

図3 VideonetlVのアプリケーション画面例

視聴映像は,HTMLページと統合されて表示される｡

サーバでは,視聴端人がサービスに接続してから,映像

の選択,視聴,サービスの切断までの一連の動作(セッ

ション)を追跡することが叶能になる｡例えば,あるユー

ザーがあるビデオタイトルの,どこからどこまでを視聴

したか,どの時点で障告が発生したかを把捉することが

できる｡これは,課金を行う場合などには必須機能である｡

3.3.2 標準規格の採用

VideonetIVでは,視聴端末とサーバ間の伝送方式や,

制御プロトコルのほぼすべてで,オープンな国際標準〟

式を採用している｡国際機関で認められ,公開された方

式を採川することにより,貴重な映像が将来再牛不能に

なる危険が小さくなる｡

映像圧縮フォーマットとしては,ISO(International

Organization for Standardization)で標準化された

MPEG-4VisuallJを採用している｡映像の伝送フォー

マットには,MPEG-4Systems(FlexMux)と,IETF

(Internet Engineering Task Force)が勧めるRTP

(RFC1889)1'を採用している｡視聴端末とサーバ間の制

御コマンドプロトコルには,MPEG-2DSM-CC5'を使用

している｡

MPEG-4は,ISOとIEC(InternationalElectrotechnical

Commission)の傘下にある通称-`MPEG''と呼ばれるグル

ープによ古),1999年にバージョン1規格が標準化された

(バージョン2は2000年に標準化の予定),マルチメディ

ア符弓一化方式の凹際標準である‥･2'｡日立製作所は,過

去4年間にわたり,技術提案などを通じて,このMPEG-4

恵精細テレビ

∈桝テレビ
幸､
戯

画 テレビ電話

小型テレビ電話

情報圧縮率

帳ぎ心

0.01 0,1 1 10

伝送速度(Mビット/S)

メディア

注:略語説明

N-1SDN(Narrow-BandlntegratedServicesDigitalNetwork)

CD-ROM(CompactDiscRead-0nlyMemory)

B-1SDN(Broad-BandlSDN)

図4 MPEG-4の位置づけ

MP巨G-4は,MPEG-1やMP∈G-2と比較して,全体に情報の圧

縮率が高く,低い伝送レートに特に適している｡
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規格に関する標準化活動に積極的に寄与してきた｡

MPEG-4は,過去に標準化されたMPEG-1,MPEG-2

と比較して,以‾Fの3′たの新しい特徴を持っている｡

(1)広範囲の伝送レートで,高い情報作縮率を達成

(2)コンテンツベース符弓一化への対応

(3)多様なネットワーク環境への対応

動由像JI三縮機能の性能比較を図4に示す｡MPEG-4で

は,従来方式の1.3から2倍の情事削1三縮率を達成した｡什

稲率の向__Lは,画質･音質の向上と通信･苗積コストの

低減を叶能にし,利川が■一丁能なアプリケーションの領域

を拡大する｡

(2)のコンテンツベース符号化は,巾像内の物体単位

での符号化を行う技術である｡例えば,原1噺から切り出

された人物の動画像を符号化し,別の背景と合成して再

叫することが可能となる｡この機能は,編集性,インタ

ラクティブ(秋方向)性の向上をもたらし,新しいマルチ

メディアコンテンツの作成を容易にするものであるr〕

(3)の多様なネットワーク環境への対応は,MPEG-4規

格が持つさまざまな多丘化〟式に対応する高い白山度

(例えば､MPEG-2規格に基づく多重化方式を用いて

MPE(;-4情報を仕送することも叶能)と,高い伝送誤F)耐

性によってもたらされる｡

3.3.3 CORBAコンポーネントモデルの採用

VideonetIVでは,サーバを構成するソフトウェア部■汀■

を CORBA(C()mlT10n Object Request Br()ker

Architecture)コンポーネントモデルで作成した〔+特に,

サーバ全体を続柄する部分を``Mallager∴ ビデオを蓄積

ビデオカメラなど

NTSC方式

頭ゝ
DVカメラなど

DV方式

MPEGカメラなど

鴎

54

して視聴端末に配送する部分を"Streamer'◆として分ける

ことにより,それぞれをネットワーク_l二に白由に配置で

きるように構成している｡)これにより,ビデオの蓄積容

量や,l■q特別聴を口+`能にする視聴端末の数に応じて,拡

張が可能であるr｡

MPEGノンリニア編集システム

ディジタルコンテンツに対しても,冗長なシーンを切

り取ったり,タイトルを付けるなどの編集を行いたい場

合がある｡.このシステムでは,広く普及したMPEG-1エ

ンコードボードやDV(DigitalVideo)キャプチャボードで

1杖り込んだ九iPEG-1コンテンツを編集し,配信に適した

低ビットレートのMPEG-4形式に変換し,‖力する(図5

参照)｡特徴は次の3点である｡)

(1)編集･変換をソフトウェアで実現

編集と変換をすべてソフトウェアで実現したぐ〕これに

より,特別なハードウェアを他用せずにMPEG-1コンテ

ンツを編集し,MPEG-4へ変換ができる｡

(2)フレーム単位編集と思富な映像効果

九寸PEG-1コンテンツは11寸後フレームとの相関関係が強

いので,通常,フレーム単位での編集は難しい〔)このシ

ステムでは,処理時間を短縮し,編集による画質劣化を

極ノJ抑えるアルゴリズムを採用することにより,フレー

ム単位編集を実現した｡また,28種類の映像効果(フェ

ードイン･アウト,タイトル合成など)を施すことができ

る(図6参月ロトー

オーディオ

MPEG-1

エンコーダ
ボード

療;

DVキャプチャ

ボード

AVl-MPEG

変換

MPEG-1
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デ｢タ

感､､･･･

ビットマップ

データ

MP∈G-4

変換エンジン

MPEG-1

ファイル

MPEGノンリニア

編集システム

MPEG-4

ファイル

×ML

×ML

コンテンツ

情報

``videonetlV”

"Video lndexing

System

[コ

"HiRDBUniversal

Server

喜 注:略語説明

NTSC(NationalTelevision

SystemCommittee)

AV=Audio一Videolnte卜

face)

図5 MPEGノンリニア

編集システムの構成

編集と変換をすべてソフ

トウエアで実現している｡
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図6 MPEGノンリニア編集システムの編集画面イメージ

サムネイル(縮小)画像などを用いることにより,ビジュアルに

映像編集が行え,MPEG-4で編集結果を出力できる｡

(3)複数のMPEG-4コンテンツを同叫イ乍成

ルー▲のMPEG-1コンテンツから,ビットレートヤフレ

ームレート,画像サイズの一興なる複数のMPEG-4コンテ

ンツを川時に作成でき,†ム送,内生する時点で,ネット

ワークの速度に上‾bじて適切なファイルを選択することが

できる｡

システム適用例

5.1医療映像情報システム

5.1.1概 要

岨立大学病院では,衛星過信を利川した遠隔講義シス

テムである｢大学病院街上引矢療情報ネットワーク(以下,

MINCS-UHと略す｡)+を導入し,手術中継や症例幸Iま′;l｢な

どを子‾J二っている｡MINCS-UHを利川することにより,学

田者は距離的制約から解放される｡しかし,ライブ中継

なので時間的制約があり,各人の都合の良い時間に視聴

し,学ヂ=/たいという要求がある〔｡そこで,VideoIletⅣ

を導入することにより,遠隔講益映像をMPEG-1コンテ

ンツとしていったん取F)込み,この中から必安なコンテ

ンツをMPEG-4に変換し,VideonetI＼rサーバに蓄積する

(図7参只弔)｡)学習者は,郁介の良い時間に視聴したい映

像情事IほVideonetⅣサーバから検索し,受信することに

よって時間的制約から解放さjl,学習することができる｡

MINCS-UIiは,平成11年度中に19大学病院に設置さ

れるチ走である(〕そのうちの3人学病院でVide()netⅣが

導人される｡
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図7 医療映像情報システムヘの導入例

講義映像や資料映像を蓄積することにより,オンデマンドでの

模索と表示を可能とし,受講者を距離的,時間的制約から解放する｡

5.1.2 今後の展開

将来,地域のl夷横磯関への情報提供も行う予起であ

る.ノ栴州口1線(ⅠノAN)と只なり,地域への配イi子には低速

阿線(1VAN)を使川することになるため,低ビットレー

トのMPEG-4コンテンツの作成が重安となる(｡

5.2 業務用映像ライブラリシステム

5.2.1概 要

テレビ局や制作プロダクションでは,映像コンテンツ

の牛産効軒句上と資産価他の定着などの観点カ､ら,ライ

ブラリが再認識されつつある｡♪ 映像情報を検索,閲覧,

編集する過杵で,構劇古根や‾著作権情報などの関連仔細

を同時に参照したいという安求が強くなってきているし.

そこで,映像情報をMP土工G-4でVideonetlVに苗横し,あ

わせて関連情報をデータベース化する(図8参照)‥ ユー

ザーは,必安な情報をオンデマンドで一一九的に取得し,

また,追加格納することができる｡‥

5.2.2 今後の展開

セキュリティ(安全性)機能やシステム背桝機能を小か

すコンテンツ流通システムの確立を目指すためには,Jム

城ネットワークでの利用と,映像コンテンツの人裕岸:蓄

積ニーズにこたえる必要がある｡_1一二記の低ビットレート

システムの開発を促進するとともに,nVD-RAM

(OigitalVide()DiscRand()mAccessMemory)ライブラ

リとの連携を凶ったシステムのパッケージ化などにより,

55



494 日立評論 Vol.81No.7(1999-7)

`lvideo仙洲ng

System

固

撃ヨ
同

期

映像素材

エンコーダなと

⑲
映像エンコーダ

@
映憶素材登裔

映像

関連情幸昆

XML

ディジタル

映像ファイル

素材テープ

``HjRDB

U〔iversalSeⅣer

管
理

88
MPEG-4ファイル

議
ライブラリ

映像素材倉庫

テプ
ライプラリ

装置なと

箇
連
携

``〉ideo〔etlV''

函

LAN

映像
関連情報

×ML

専用高速

ネットワーク

映像模索

アプリケーション

国

番組制作

アプリケーション

シナリオ編集

映像粗編集

映像編集装置

應塾

注:略語説明 DVD(DigitalVideoDisc)

RAID(RedundantArrayoflndepentDiscs)

図8 業務用映像ライブラリシステムの構築例

コンテンツに関連した各種文書と映像がリンクされた形でデー

タベース化され,テキストと映像を一元的に抜い,コンテンツの

企画立案から完成までの一連の作業を管理.支援する｡

これらの要求にこたえていく考えである｡

おわりに

ここでは,映像符号化方式としてMPEG-4を採用し,

映像入ノJ,制作からコンテンツ管理,検索,配信,視聴

までトータルなソリューションを提供する映像情報シス

テム``MEDIAHALL''のコンポーネントと,システム適用

例について述べた｡

今後は,機能性能をさらに拡張し,急成長するネット

ワークマルチメディア システムのインフラストラクチャ

ーの構築事業を推進する考えである｡
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